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『
学
生
相
談
室
』を 

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 
　
学
部
学
生
、大
学
院
生
、教
職
員
、保

護
者
の
皆
さ
ん
、学
生
相
談
室
が
あ
る
の

を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
に

は
、病
気
に
な
っ
て
か
ら
行
う
も
の
と
、予

防
的
な
も
の
、健
康
状
態
を
さ
ら
に
良
く

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
相
談
室
は
、皆

さ
ん
が
学
生
生
活
を
お
く
る
に
あ
た
っ
て
、

十
分
な
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、健
康
状

態
を
さ
ら
に
良
く
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

昨
年
度
に
実
施
し
た
学
部
学
生
を
対
象

と
し
た
第
２２
回
学
生
生
活
実
態
調
査（
報

告
書
は
１７
年
３
月
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

や
今
年
度
実
施
し
た
大
学
院
生
の
生
活

実
態
調
査（
修
士
課
程
対
象
で
、結
果
は

現
在
集
計
中
で
す
。
）
に
よ
り
ま
す
と
、

学
生
相
談
室
の
存
在
を
知
ら
な
い
方
が

ま
だ
ま
だ
多
く
み
ら
れ
ま
す
。 

 

学
生
の
た
め
の 

『
な
ん
で
も
相
談
室
』 

 

　
学
生
相
談
室
は
「
な
ん
で
も
相
談
室
」

で
、学
生
生
活
を
お
く
る
上
で
出
会
う
す

べ
て
の
こ
と
が
相
談
で
き
ま
す
。
修
学
・

履
修
の
こ
と
、進
路
・
就
職
の
こ
と
、法
律

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、心
身
の
不
調
、自
分

の
性
格
や
行
動
、人
間
関
係
、自
分
探
し
、

等
々
、相
談
内
容
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ

専
門
の
相
談
員
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、学
内

部
署
や
学
外
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

　
学
生
の
皆
さ
ん
、困
っ
た
ら
・
悩
ん
だ
ら
、

ま
ず
は
相
談
室
を
訪
ね
、問
題
や
悩
み
を

話
し
て
下
さ
い
。
問
題
や
悩
み
が
少
し
で

も
軽
く
な
る
よ
う
、学
生
相
談
室
は
皆
さ

ん
を
応
援
し
ま
す
。 

 
教
職
員
や 

保
護
者
と
と
も
に 

 

　
学
生
さ
ん
の
相
談
に
乗
り
、対
応
に
悩

ん
で
い
る
教
職
員
の
皆
さ
ん
、学
生
相
談

室
に
も
ご
相
談
下
さ
い
。
学
生
相
談
室
は

「
教
職
員
か
ら
も
理
解
さ
れ
、支
持
さ
れ

な
が
ら
、一
緒
に
学
生
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
一
角
」
で
も
あ
り

ま
す
。 

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
、子
供
さ
ん
の
こ
と

で
対
応
に
悩
ん
だ
ら
、学
生
相
談
室
に
も

ご
相
談
下
さ
い
。
学
生
相
談
室
は
「
保
護

者
と
も
、理
解
し
、信
頼
し
あ
い
な
が
ら
、

協
力
し
あ
う
窓
口
」
の
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。 

 

人
権
問
題
や
職
員
相
談
も 

ど
う
ぞ
！ 

 

　
学
生
相
談
室
は
人
権
問
題
も
扱
い
ま

す
。
セ
ク
ハ
ラ
や
ア
カ
ハ
ラ
の
被
害
を
受

け
て
悩
ん
で
い
る
学
生
さ
ん
、一
人
で
悩

み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、学
生
相
談
室
に

も
相
談
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
の
就
学
環

境
を
改
善
す
べ
く
、問
題
の
解
決
を
図
り

ま
す
。 

　
教
職
員
の
皆
さ
ん
、学
生
相
談
室
は
職

員
相
談
室
も
兼
務
し
て
い
ま
す
。
就
労

上
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
下

さ
い
。
職
員
相
談
室
は
皆
さ
ん
の
相
談
に

乗
り
、問
題
の
解
決
に
協
力
し
ま
す
。
人

権
問
題
に
関
し
て
は
問
題
の
解
決
を
図

り
ま
す
。 

冬号特集「国際化、その後～内から外から～」を読んで 　　　 
●今、徳島大学における国際化とは何か、そしてこれからを問いながら、

発展途上国と欧米との新しいかたちの学術交流が求められています。 

●なぜ、国際化が必要なのか？なぜ、徳島大学が世界の大学にならなけ

ればならないのか？基本的な記述がない。世の中、グローバルが常に正

しいということでもない。 

●様々な国の留学生の寄稿文等を読んで、徳島大学が国際化されつつ

あることが実感できました。また、徳島大学や徳島の人々が協力的・友

好的と評価されていることは、卒業生として、また徳島に住むものとして

うれしく思います。 

とくtalkへのご意見 　　　 
●カラーが沢山あり、読みやすい。ただ、大学の広報誌というイメージが

少なくなった様に思える。 

→洒脱で、尚かつ大学広報誌としての品位を保つ誌面となるようバラン

スを考えながら編集していきたいと思います。 

●「What's happening ?」について・・・今まで日本語訳があったの

に原文が英語だからといってなくなったのが残念。 

→学生や教職員など学内関係者だけではなく、学外の方々にも読んでい

ただくことを考えると英文でも日本語訳を付けるべきかも知れませんね。

検討させていただきます。 

ヘルスケア 　 

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で 

学
生
・
職
員
相
談
室
長 

北
村 

清
一
郎
き
た
む
ら 

せ
い
い
ち
ろ
う 

読者の言葉 読者の言葉 

■常三島 
TEL:  088-656-7637 
FAX:  088-656-7638 
●月水木金 
 10：30～17：30 
●火： 10：30～16：30 
 
 
■蔵本地区分室 
TEL: 088-633-9298 
●火： 13：30～17：30 
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